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平成 23 年度～平成 27 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名     加計学園        ２ 大学名    岡山理科大学     

 

３ 研究組織名        理学部                      

 

４ プロジェクト所在地     岡山市北区理大町１－１           

 

５ 研究プロジェクト名     鉱物の物理化学特性から読み取る地球、惑星の環境変遷史    

 

６ 研究観点       研究拠点を形成する研究           

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

豊田 新 理学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  27 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

豊田 新 理学部・教授 
電子スピン共鳴による古環

境変動の解明 

地球表層の物質移動

の定量化／ESR 年代

測定の高精度・高確度

化 

小林 祥一 理学部・教授 
古環境条件下での岩石鉱

物の風化変質 

鉱物の風化過程の素

過程の定量化と古環境

の相関の解明 

能美 洋介 
生 物 地球学

部・教授 

ジルコン結晶形記載法によ

る珪長質マグマ形成過程の

解明と堆積物移動の解明 

地殻の進化と表層物質

移動の解明 

板谷 徹丸 
自然科学研究

所・教授 

微少試料分析と高確度高

精度の希ガス年代学 

K-Ar 法、Ar-Ar 法の高

確度、高精度化と地質

学・考古学への応用 

兵藤 博信 
自然科学研究

所・教授 

微少試料分析と高確度高

精度の希ガス年代学 

K-Ar 法、Ar-Ar 法の高

確度、高精度化と地質

学・考古学への応用 

畠山 唯達 
総 合 情報学

部・准教授 

考古地磁気学、古地磁気

学データを用いた地磁気永

年変化モデル及び古地磁

気年代推定法の研究 

古地磁気年代推定法

の高精度化 

西戸 裕嗣 
生 物 地球学

部・教授 

ルミネッセンスによる地球

型惑星を起源とする隕石

ルミネッセンスによる地

球型惑星を起源とする
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(構成鉱物)の特徴化 隕石(構成鉱物)の特徴

化 

蜷川 清隆 理学部・教授 

ルミネッセンスによる地球

型惑星を起源とする隕石

(構成鉱物)の特徴化 

ルミネッセンスによる地

球型惑星を起源とする

隕石(構成鉱物)の特徴

化 

宮本 真二 

（平成 26-27 年度） 

生 物 地球学

部・准教授 

環境変動による人類の土

地利用 

形態の変化の解明 

堆積物の供給源を求め

ることにより、環境変動

に対応した人類の土地

利用形態の変化を解明

する 

實吉 玄貴 

（平成 26-27 年度） 

生 物 地球学

部・講師 

石英の鉱物学的特性を用

いたモンゴルゴビ砂漠白亜

系風成層の後背地解析 

石英の物理化学的特

性のモンゴルゴビ砂漠

堆積物後背地解析へ

の応用 

（共同研究機関等） 

 

 

島田 愛子 

（平成 24-27 年度） 

 

（ 株 ） JEOL 

RESONANCE・

副主任 

 

新しい物理学的化学的測

定手法による地球環境変

動評価（平成 24-25 年度） 

現河床堆積物中の石英粒

子の ESR/TL 特性－土砂

供給源の推定に向けた基

礎研究（平成 26-27 年度） 

 

地球表層の物質移動

の定量化 

塚本すみ子 

（平成 24-27 年度） 

ライプニッツ応

用地球物理学

研究所・研究

員 

玄武岩中の斜長石を用い

た年代測定法の開発（平成

24-25 年度） 

X 線照射による新しい ESR

年代測定法の開発（平成

26-27 年度） 

新しいESR年代測定法

の開発 

 

石英のＥＳＲ年代測定

の精度向上 

 

熊谷 英憲 

（平成 24-27 年度） 

独立行政法人

海洋研究開発

機構・技術研

究主任 

冥王代地球の初期進化イ

ベントの年代制約（平成

24-25 年度） 

地球史を通じた熱水活動年

代の制約（平成 26-27 年

度） 

 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による岩体の冷却過程

の解明 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による熱水活動の時間

変化の解明 

渋谷 岳造 

（平成 24-27 年度） 

 

独立行政法人

海洋研究開発

機構・研究員 

冥王代地球の初期進化イ

ベントの年代制約（平成

24-25 年度） 

地球史を通じた熱水活動年

代の制約（平成 26-27 年

度） 

 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による岩体の冷却過程

の解明 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による熱水活動の時間

変化の解明 

小宮 剛 

（平成 24-27 年度） 

東京大学大学

院・准教授 

冥王代地球の初期進化イ

ベントの年代制約（平成

局所 40Ar/39Ar年代測定

による岩体の冷却過程
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24-25 年度） 

地球史を通じた熱水活動年

代の制約（平成 26-27 年

度） 

 

の解明 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による熱水活動の時間

変化の解明 

佐藤 佳子 

（平成 24-27 年度） 

独立行政法人

海洋研究開発

機構・研究技

術専任スタッ

フ 

冥王代地球の初期進化イ

ベントの年代制約（平成

24-25 年度） 

地球史を通じた熱水活動年

代の制約（平成 26-27 年

度） 

 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による岩体の冷却過程

の解明 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による熱水活動の時間

変化の解明 

鈴木 勝彦 

（平成 24-25 年度） 

独立行政法人

海洋研究開発

機構・ﾁｰﾑﾘｰ

ﾀﾞｰ 

冥王代地球の初期進化イ

ベントの年代制約 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による岩体の冷却過程

の解明 

山本 伸次 

（平成 26-27 年度） 

横 浜 国立大

学・講師 

地球史を通じた熱水活動年

代の制約 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による熱水活動の時間

変化の解明 

飯塚 毅 

（平成 26-27 年度） 

東京大学大学

院・講師 

地球史を通じた熱水活動年

代の制約 

局所 40Ar/39Ar年代測定

による熱水活動の時間

変化の解明 

高井 正成 

（平成 24-25 年度） 

京都大学霊長

類研究所・教

授 

ミャンマー中央部のイラワ

ジ層から産出する脊椎動物

化石の ESR 法による年代

測定 

新生代の動物の ESR

年代測定の試み 

今岡 照喜 

（平成 24-25 年度） 

山口大学・教

授 

西南日本の前期白亜紀火

成活動とプレートの沈み込

みとの関連 

高精度 K-Ar 年代測定

の応用研究 

宮下 敦 

（平成 26-27 年度） 

成 蹊 高等学

校・教諭 

日本列島に分布する古生

代前期変成岩類-深成岩類

の起源の解明 

高精度 K-Ar 年代測定

の応用研究 

渋谷 秀敏 

（平成 26-27 年度） 

熊本大学大学

院・教授 

考古地磁気方位と強度を用

いた年代推定法の研究 

古地磁気データの蓄積

と年代測定への応用 

望月 伸竜 

（平成 26-27 年度） 

熊本大学大学

院・助教 

考古地磁気方位と強度を用

いた年代推定法の研究 

古地磁気データの蓄積

と年代測定への応用 

鹿山 雅裕 

（平成 24-27 年度） 

 

広島大学大学

院・特任助教 

 

 

神戸大学大学

院・日本学術

振興会特別研

究員 

カソードルミネッセンス、ラ

マンおよび赤外吸収測定に

よる鉱物の衝撃圧力推定と

その惑星科学への応用（平

成 24-25 年度） 

ラマン分光ならびに赤外吸

収スペクトル分析による月

隕石中のシリカ鉱物の形成

過程の解明および月面にお

カソードルミネッセン

ス、ラマンおよび赤外

吸収測定による衝撃圧

力の推定の応用研究 

 

ラマン分光ならびに赤

外吸収測定による隕石

中の水の含有量の評

価 
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ける水の存在の評価（平成

26-27 年度） 

 

 

 

関根 利守 

（平成 24-25 年度） 

広島大学大学

院・教授 

カソードルミネッセンス、ラ

マンおよび赤外吸収測定に

よる鉱物の衝撃圧力推定と

その惑星科学への応用 

 

カソードルミネッセン

ス、ラマンおよび赤外

吸収測定による衝撃圧

力の推定の応用研究 

 

二村 徳宏 

（平成 24-27 年度） 

岡山天文博物

館・ 

非常勤職員 

隕石中の有機物と前駆物

質のキラリティ測定（平成

24-25 年度） 

隕石試料のキラリティ in 

situ分析（平成26-27年度） 

ラマン測定による隕石

中の有機物の特徴の

探索 

 

 
＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ （別紙組織図参照） 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
新しい物理学的化学的
測定手法による地球環
境変動評価 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 
（株）JEOL Resonance 

副主任 
島田愛子 

地球表層の物質移動
の定量化 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
技術研究主任 

熊谷英憲 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による岩体の冷却
過程の解明 

 
 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
研究員 

渋谷岳造 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による岩体の冷却
過程の解明 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

東京大学総合文化研究科 
准教授 

小宮 剛 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による岩体の冷却
過程の解明 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
技術研究副主任 

佐藤佳子 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による岩体の冷却
過程の解明 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
チームリーダー 

鈴木勝彦 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による岩体の冷却
過程の解明 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

西南日本の前期白亜
紀火成活動とプレート
の沈み込みとの関連 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

山口大学理工学研究科 
教授 

今岡照喜 
高精度 K-Ar 年代測
定の応用研究 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ミャンマー中央部のイラ
ワジ層から産出する脊
椎動物化石の ESR 法
による年代測定 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

京都大学霊長類研究所 
教授 

高井正成 
新生代の動物の ESR
年代測定の試み 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

玄武岩中の斜長石を用
いた年代測定法の開発 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

ライプニッツ応用地球物理
学研究所・研究員 

塚本すみ子 
新しい ESR 年代測定
法の開発 

 
 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

隕石中の有機物と前駆
物質のキラリティ測定 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

岡山天文博物館 
非常勤職員 

二村徳宏 
ラマン測定による隕石
中の有機物の特徴の
探索 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

カソードルミネッセンス、
ラマンおよび赤外吸収
測定による鉱物の衝撃
圧力推定とその惑星科
学への応用 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

広島大学大学院理学研究
科・特任助教 

鹿山 雅裕 

カソードルミネッセン
ス、ラマンおよび赤外
吸収測定による衝撃
圧力の推定の応用研
究 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

カソードルミネッセンス、
ラマンおよび赤外吸収
測定による鉱物の衝撃
圧力推定とその惑星科
学への応用 

   

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

広島大学大学院理学研究
科・教授 

関根 利守 

カソードルミネッセン
ス、ラマンおよび赤外
吸収測定による衝撃
圧力の推定の応用研
究 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境変動による人類の
土地利用形態の変化
の解明 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 生物地球学部・准教授 宮本 真二 

堆積物の供給源を求
めることにより、環境
変動に対応した人類
の土地利用形態の変
化を解明する 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

石英の鉱物学的特性を
用いたモンゴルゴビ砂
漠白亜系風成層の後
背地解析 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 生物地球学部・講師 實吉 玄貴 

石英の物理化学的特
性のモンゴルゴビ砂
漠堆積物後背地解析
への応用 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

新しい物理学的化学的
測定手法による地球環
境変動評価 

（共同研究機関等） 

（株）JEOL 
Resonance 
副主任 

島田愛子 
地球表層の物質移動の
定量化 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
 
 



（様式 2） 
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プロジェクト番号 S1101036 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

現河床堆積物中の石
英粒子の ESR/TL 特性
-土砂供給源の推定に
向けた基礎研究 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

（株）JEOL Resonance 
副主任 

島田愛子 
地球表層の物質移動
の定量化 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

（共同研究機関等） 
海洋研究開発機

構 
技術研究主任 

熊谷英憲 
局所 40Ar/39Ar 年代測定
による岩体の冷却過程
の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
地球史を通じた熱水活
動年代の制約 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
技術研究主任 

熊谷英憲 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による熱水活動の
時間変化 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

（共同研究機関等） 
海洋研究開発機
構・研究員 

渋谷岳造 
局所 40Ar/39Ar 年代測定
による岩体の冷却過程
の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
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プロジェクト番号 S1101036 

 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

地球史を通じた熱水活
動年代の制約 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
研究員 

渋谷岳造 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による熱水活動の
時間変化 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

（共同研究機関等） 

東京大学総合文
化研究科 
准教授 

小宮 剛 
局所 40Ar/39Ar 年代測定
による岩体の冷却過程
の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

地球史を通じた熱水活
動年代の制約 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

東京大学総合文化研究科 
准教授 

小宮 剛 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による熱水活動の
時間変化の解明 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

（共同研究機関等） 

海洋研究開発機
構 

技術研究副主任 

佐藤佳子 
局所 40Ar/39Ar 年代測定
による岩体の冷却過程
の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

地球史を通じた熱水活
動年代の制約 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

海洋研究開発機構 
技術研究副主任 

佐藤佳子 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による熱水活動の
時間変化の解明 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

冥王代地球の初期進
化イベントの年代制約 

（共同研究機関等） 

海洋研究開発機
構 

チームリーダー 

鈴木勝彦 
局所 40Ar/39Ar 年代測定
による岩体の冷却過程
の解明 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

地球史を通じた熱水活
動年代の制約 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
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法人番号 331001 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

横浜国立大学・講師 
山本伸次 

局所 40Ar/39Ar 年代測
定による熱水活動の
時間変化の解明 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

地球史を通じた熱水活
動年代の制約 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

東京大学大学院理学系研
究科・講師 

飯塚毅 
局所 40Ar/39Ar 年代測
定による熱水活動の
時間変化の解明 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

西南日本の前期白亜
紀火成活動とプレート
の沈み込みとの関連 

（共同研究機関等） 

山口大学理工学
研究科・教授 

今岡照喜 
高精度 K-Ar 年代測定
の応用研究 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本列島に分布する古
生代前期変成岩類-深
成岩類の起源の解明 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

成蹊高等学校・教諭 
宮下 敦 

高精度K-Ar年代測定
法の応用 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

考古地磁気方位と強度
を用いた年代推定法の
研究 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

熊本大学大学院自然科学
研究科・教授 

渋谷秀敏 
古地磁気データの蓄
積と年代測定への応
用 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
考古地磁気方位と強度
を用いた年代推定法の
研究 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 
熊本大学大学院自然科学

研究科・助教 
望月伸竜 

古地磁気データの蓄
積と年代測定への応
用 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
ミャンマー中央部のイラ
ワジ層から産出する脊
椎動物化石の ESR 法
による年代測定 

（共同研究機関等） 
京都大学霊長類

研究所 
教授 

高井正成 
新生代の動物の ESR 年
代測定の試み 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

玄武岩中の斜長石を用
いた年代測定法の開発 

（共同研究機関等） 
ライプニッツ応用
地球物理学研究
所・研究員 

塚本すみ子 
新しい ESR 年代測定法
の開発 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

X 線照射による新しい
ESR年代測定法の開発 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

ライプニッツ応用地球物理
学研究所・研究員 

塚本すみ子 
石英のＥＳＲ年代測定
の精度向上 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

隕石中の有機物と前駆
物質のキラリティ測定 

（共同研究機関等） 

岡山天文博物館 
非常勤職員 

二村徳宏 
ラマン測定による隕石中
の有機物の特徴の探索 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

隕石試料のキラリティ in 
situ 分析 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
（共同研究機関等） 

岡山天文博物館 
非常勤職員 

二村徳宏 
ラマン測定による隕石
中の有機物の特徴の
探索 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

カソードルミネッセンス、
ラマンおよび赤外吸収
測定による鉱物の衝撃
圧力推定とその惑星科
学への応用 

（共同研究機関等） 

広島大学大学院
理学研究科・特

任助教 

鹿山 雅裕 

カソードルミネッセンス、
ラマンおよび赤外吸収
測定による衝撃圧力の
推定の応用研究 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ラマン分光ならびに赤
外吸収スペクトル分析
による月隕石中のシリ
カ鉱物の形成過程の解
明および月面における
水の存在の評価 

   

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 

（共同研究機関等） 

神戸大学大学院理学研究
科・日本学術振興会特別研

究員 PD 

鹿山 雅裕 

ラマン分光ならびに赤
外吸収測定による隕
石中の水の含有量の
評価 

 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

カソードルミネッセンス、
ラマンおよび赤外吸収
測定による鉱物の衝撃
圧力推定とその惑星科
学への応用 

（共同研究機関等） 

広島大学大学院
理学研究科・教

授 

関根 利守 

カソードルミネッセンス、
ラマンおよび赤外吸収
測定による衝撃圧力の
推定の応用研究 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

地球、惑星の過去の環境変動を調べることは、その変動の中をどのように人類や生物が生き抜

き、進化してきたか、という我々の過去を知りたいという根源的な知的好奇心のためのみでなく、将来

における環境変化を予測し、いかに対応していくべきであるかを知るためにも重要な課題である。こう

した研究のために、これまでにさまざまな分析学的、化学的手法が、こうした変動イベントを記録した

地球科学的試料に適用されてきた。これらの多くが、それらの試料を構成する鉱物の主要な化学成

分に適用されてきているのに対し、本研究事業では、鉱物中の ppm オーダーの格子欠陥や不純物を

検出することにより、高精度・高確度の年代測定手法を開発し応用すること、またこれまでの手法では

求めることのできなかった環境変動を検出する手法の開発と応用を目的とした。 

２つの方向性によって本事業を行った。①これまでの年代測定に関する研究の実績を基礎として、

年代測定手法の高精度・高確度化を図るとともに、新たな年代測定手法を開発し、これらの年代測定

手法を、地球科学、考古学に応用すること、そして②年代測定に使われる手法を含む、物理的化学的

手法で鉱物を詳細に観察することによって、これまで用いられてこなかった新たな有用な指標を発見

し、地球科学的、また惑星科学的なイベントの検出を行い、それを定量化することである。このために

３つのテーマを設定し、研究を進めた。下記に示すテーマ１が地球表層の試料を対象とした②の方向

性に対応するのに対し、テーマ３が同様に②の方向性で地球外の試料を対象とした。テーマ２が上記

①の方向性に対応する。 

これらのテーマには、参加研究者がもつ、カリウム－アルゴン(K-Ar)法、アルゴン－アルゴン

(Ar-Ar)法、電子スピン共鳴(ESR)法、熱ルミネッセンス(TL)法、光刺激ルミネッセンス(OSL)法、古地

磁気年代推定法といった、ほとんどすべての年代範囲をカバーする測定法の技術、また、カソードル

ミネッセンス(CL)や X 線回折といった物性物理的な手法による鉱物の最先端の研究の蓄積を基礎と

して取り組んだ。本事業において応用される研究課題は多彩であるが、いずれも鉱物の物理的化学

的特性を調べることを研究手法とした。すなわち、鉱物の物理的化学的特性を調べるという手法に基

礎をおくことによって、さまざまな地球惑星の素過程を解明できるというきわめてユニークな研究拠点

を構築することをめざした。 

テーマ１ 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価 

このテーマは②の研究の方向性で地球表層の試料を対象にしたものである。すなわち、新たな物

理的化学的手法で、地球表層で採取される堆積物に含まれる鉱物を観察することによって、地球環

境変動の評価に用いられる新たな有用な指標を発見し、応用しようというものである。 

鉱物は生成環境を反映して微量の不純物を取り込むほか、放射線環境を反映して放射線損傷で

ある欠陥を蓄積する。物性物理学において、結晶中のこれらの不純物中心や欠陥中心の構造がよく

調べられてきた。しかし、自然の鉱物については、年代測定に放射線損傷が有効であることは示され

たものの、それ以外の用途にこれらが用いられることはほとんどなかった。本研究では、鉱物の物性

物理学的な特徴として ESR, TL, CL に新たに注目し、石英、長石、ジルコン中の格子欠陥を用い、ジ

ルコンの形態学的特徴を加えて、地球表層の堆積物を研究対象とした。堆積物が、河川や季節風に

よってさまざまなスケールでどのように移動したかを知ることは、将来における環境変化に伴う災害の

予測にも資する。一方、堆積物の生成の基礎的な過程は風化であり、その特徴と環境変動との関

連、またその素過程を、微小粘土鉱物の同定のための詳細な結晶構造解析をもとに研究する。 

平成 26年度より研究者を２名追加した。これは、堆積物の供給地の変動についての指標の解明が

進んだことを踏まえ、これらの手法を応用した研究課題について取り組むためのものである。 

テーマ２ 鉱物微小領域に記録された年代情報の解明、年代測定手法の高確度高精度化及びその

応用 

 このテーマは上記①の方向性、年代測定手法の高精度・高確度化と新たな年代測定手法の開発、

これらの年代測定手法の応用に対応する。 
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小惑星、太陽系内惑星を起源とする隕石、また原生代、太古代の岩石の試料は非常に貴重であ

り、破壊的分析に使用できるものは少量になる。一方、微小領域にのみ保存された情報を 2次的擾乱

や混入物を最小限に抑えながら取り出すことも重要である。すでに高い精度・確度を実現している

K-Ar 法、また 39
Ar-

40
Ar 法について微小領域の分析による年代測定法を確立することをめざした。 

 他方、年代測定の精度・確度を向上させ、複数の年代測定法を用いてその信頼性を確立する課題

を設定した。ESR年代測定については、地表で普遍的にみられる鉱物である石英については、信頼で

きる方法が確立しているとは言い難い。方法の改良や、他の年代測定手法との比較を行うことによ

り、手法の標準化を行う。古地磁気年代法では標準化が不十分である過去 2000 年程度の主に日本

における地磁気永年変化標準曲線を、年代が推定できる人類遺構の試料を用いて再構成し、年代推

定法の改良開発を行う。当初、新しい年代測定手法の導入と開発は予定していなかったが、新たに

重晶石を用いて ESR 年代測定が行えることを発見し、重要な広い応用が見込まれることから、この課

題に取り組むことにした。また石英の ESR 年代測定結果を議論するために OSL 年代と比較すること

が有用であることが分かり、このための測定装置を新たに導入した。 

テーマ３ 新たなルミネッセンス手法による隕石の宇宙鉱物学的研究および衝撃変成過程の定量評価 

 このテーマは上記②の研究の方向性で地球外の試料、すなわち隕石を対象にしたものである。太

陽系始原物質である分子雲を構成する固体物質が衝突集積を重ね微惑星へと成長した。本テーマで

は、この太陽系形成初期において本質的に重要なプロセスである衝撃に焦点をあてて、隕石を分析

し、その鉱物の物理化学特性、特にそのルミネッセンス（TL, CL）特性、またラマン吸収ピークや赤外

吸収を指標として、太陽系初期に隕石が経験した衝撃イベントの検出とその圧力を定量的に推定す

る方法の開発と応用を行う。 

 衝突による超高圧の衝撃変成を受けた火星隕石および小型地球型惑星由来のユレイライト隕石等

を研究対象とし、これら隕石の構成鉱物の熱ルミネッセンスおよびカソードルミネッセンスを解析する。

衝撃実験との比較を通して定量的に衝撃圧力を、熱ルミネッセンスとカソードルミネッセンス、また今

回導入するラマン分光測定及び赤外吸収測定によって推定する方法を開発する。ラマン分光法は結

晶度や不整構造を検出するのに有効な方法であり、赤外吸収は元素の拡散（特に水素）の評価を行

うことができ、吸収ピークの特性（シフトや線幅）が衝撃圧力の関数として有効な指標となることが期待

できる。さらに、確立された衝撃圧力測定法を、種々の火星隕石、ユレイライト隕石に実際に適用して

衝撃圧力を求める。 

 一方、種々の隕石からも非晶質化した鉱物相（例えばマスケリナイト）が発見されるなど種々の衝撃

鉱物の存在が明らかとなっている。これらの隕石についても、同様の手法によってルミネッセンスを用

いて鉱物が受けた衝撃圧力を推定することを試みた。 

 

（２）研究組織 

大学院理学研究科及び総合情報研究科の４専攻から公募で選ばれた 8 名の構成員でスタートし、

研究体制を強化するために４年目に２名が加わって 10 名の構成員で研究を進めた。本事業は参加

研究者が多様な年代測定の研究手法、また鉱物に関するユニークな物理化学的解析手法を持って

いるということを基礎においている。ある研究課題を設定し、その課題に向けていろいろな手法を用い

て取り組むという通常の研究体制とは異なり、手法に基礎をおき、この手法によって研究できる地球

惑星環境変動の課題に取り組むという極めて特徴的な研究体制を取った。すなわち、手法の物理

的、化学的な基礎に重点を置き、この点を参加研究者間の共通の土台とした。こうした基礎的な研究

成果は、地球惑星環境の研究に具体的に応用されて初めて意味を持つものである。参加研究者はこ

の応用に関しては必ずしも専門家ではない。そこで、共同利用機関的に本事業を運用し、学外との共

同研究を行うことで、こうした基礎的な研究成果が応用されて新しい科学として成果を上げられるよう 
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岡山理科大学 鉱物の物理化学特性から読み取る地球、惑星の環境変遷史 組織図 

研究拠点： 地球惑星環境科学研究センター 
（共）公募により外部の研究者によって提案された共同利用研究 [ ] 主に使用した機器・次項(3)に対応 

 テーマ１ 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価 

  豊田 新（リーダー）電子スピン共鳴による古環境変動の解明 [ESR,TL,OSL,XRD] 

   山本裕哉(RA,平成 23-24 年度) 

   （共）島田愛子（平成 24-27 年度）[ESR,TL] 
   新しい物理学的化学的測定手法による地球環境変動評価（平成 24-25 年度） 

   現河床堆積物中の石英粒子の ESR/TL 特性（平成 26-27 年度） 

  能美洋介 ジルコン結晶形記載法による珪長質マグマ形成過程の解明と堆積物移動の解明 

  小林祥一 古環境条件下での岩石鉱物の風化変質 [XRD]             [XRD] 

  實吉玄貴（平成 26-27 年度）[ESR,CL] 
   石英の鉱物学的特性を用いたモンゴルゴビ砂漠白亜系風成層の後背地解析 
  宮本真二（平成 26-27 年度）環境変動による人類の土地利用形態の変化の解明 [ESR,CL] 

 テーマ２ 鉱物微小領域に記録された年代情報の解明、年代測定手法の高確度高精度 

   化及びその応用  

  兵藤博信（リーダー、広報・ホームページ管理） 
    微少試料分析と高確度高精度の希ガス年代学 [Ar 質,レーザー] 

    （共）熊谷英憲・渋谷岳造・佐藤佳子・鈴木勝彦・小宮剛（平成 24-25 年度） 
  冥王代地球の初期進化イベントの年代制約 [Ar 質,レーザー] 

    （共）熊谷英憲・渋谷岳造・佐藤佳子・小宮剛・山本伸次・飯塚毅 

    地球史を通じた熱水活動年代の制約（平成 26-27 年度）[Ar 質,レーザー] 

  板谷徹丸 微少試料分析と高確度高精度の希ガス年代学［K 質］ 

    柳善榮(RA,平成 23 年度) 

代表者   （共）今岡照喜（平成 24-25 年度） 

豊田 新   西南日本の前期白亜紀火成活動とプレートの沈み込みとの関連［K質］ 

（総括、    （共）宮下敦（平成 26-27 年度） 
 予算）    日本列島に分布する古生代前期変成岩類-深成岩類の起源の解明［K質］ 

  畠山唯達（セミナー、報告会）考古地磁気学、古地磁気学データを用いた地磁気永年変 
  化モデル及び古地磁気年代推定法の研究［磁気］ 

    （共）渋谷秀敏・望月伸竜 （平成 26-27 年度） 
    考古地磁気方位と強度を用いた年代推定法の研究［磁気］ 

  豊田 新 電子スピン共鳴による古環境変動の解明 [ESR] R.H. Biswas (PD,平成 25-27年度) 

   浅越光矢(RA,平成 24-26 年度)藤原泰誠（RA,平成 27 年度） 

    （共）高井正成 （平成 24-25 年度）[ESR] 
    ミャンマー中央部のイラワジ層から産出する脊椎動物化石の ESR 法による年代測定 

    （共）塚本すみ子（平成 24-27 年度）[ESR] 

    玄武岩中の斜長石を用いた年代測定法の開発（平成 24-25 年度） 

    X 線照射による新しい ESR 年代測定法の開発（平成 26-27 年度） 

 テーマ３ 新たなルミネッセンス手法による隕石の宇宙鉱物学的研究および衝撃変 

   成過程の定量評価 

  西戸裕嗣（リーダー）［ラマン、赤外、CL］ 

    ルミネッセンスによる地球型惑星を起源とする隕石(構成鉱物)の特徴化 
   土屋裕太(RA,平成 23-25 年度)草野展弘(RA,平成 26-27 年度) 

評価委員会    （共）二村徳宏（平成 24-27 年度）［ラマン、赤外］ 

学内委員    隕石中の有機物と前駆物質のキラリティ測定（平成 24-25 年度） 

学外委員    隕石試料のキラリティ in situ 分析（平成 26-27 年度） 

       （共）鹿山雅裕・関根利守（平成 24-25 年度）［ラマン、赤外、CL］ 

カソードルミネッセンス、ラマンおよび赤外吸収測定による鉱物の衝撃圧力推定とそ
の惑星科学への応用（平成 24-25 年度） 

       （共）鹿山雅裕（平成 26-27 年度）［ラマン、赤外、CL］ 

ラマン分光ならびに赤外吸収スペクトル分析による月隕石中のシリカ鉱物の形成過
程の解明および月面における水の存在の評価（平成 26-27 年度） 

  蜷川清隆 ルミネッセンスによる地球型惑星を起源とする隕石(構成鉱物)の特徴化［CL,TL］ 
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な仕組みを構築して研究を進めた。このために、共同利用研究を公募し、学外の共同研究者に旅費

を支給することで、国内外の研究者との共同研究を含めて研究を進めた。テーマ内だけでなくテーマ

間においても共同研究が進むように、共同研究に参加する学外共同研究者を含めて定期的に報告

会、セミナーを行って連携を図った。 

研究代表者は事業全体の総括と必要に応じた予算の配分を担当した。３つのテーマを設定し、各

研究者はそれぞれの研究課題を持ち、３つのテーマのグループのいずれかに所属した。各研究者は

それぞれに専門とする測定手法を持ち、それぞれの前ページの図に示す課題に取り組んだ。それぞ

れの課題において使用した測定手法を合わせて示した。同一の課題に複数の研究者が取り組む場

合には、それぞれが専門とする別々の手法による研究を行った。また、研究の進展に応じて、他の研

究者と協力して複数の手法による同一の試料の測定が行えるようにお互いに連絡を取って成果が上

がるように配慮した。各テーマのリーダーは、こうした研究者間の調整を行い、それぞれのテーマの研

究の進行状況についてチェックを行うとともに、前ページの図に示す役割を分担して研究を進めた。 

公募による共同利用研究においては、本学側の共同研究者を設定し、協力して研究を進めた。そ

の関係と課題を次ページの図に示す。 

事業を進めるにあたり、各研究室に所属する博士課程及び修士課程大学院生、日本学術振興会

外国人特別研究員、及び卒業研究を行う学部生を研究協力者として活用した。大学からは、研究施

設の使用及び大型装置の整備や維持について全面的に支援を受けた。 

本事業においては、共同利用研究を設定しており、これらの研究においては他の研究機関との連

携は、通常の研究よりも密接なものとなった。さらに、必要に応じて国内外の研究機関、また共同利

用研究機関と連携し、協力して研究を進めた。 

 

 

（３）研究施設・設備等 
 本事業の推進拠点として、平成 23 年度に「地球惑星環境科学研究センター」を設置した。本事業で

使用した主な施設は、学内の既存施設である26号館(422m2)、アイソトープ実験施設(99m2)、新６号館

(129 m2)である。その他、各研究室が使用する学内施設（総合機器センター、22 号館、20 号館、７号

館、１号館、８号館、21 号館、11 号館）も活用した。主要な建物である 26 号館に「岡山理科大学地球

惑星環境科学研究センター」の標識を設置し、研究拠点の窓口としての役割を果たした。 

 本事業では以下の研究設備・装置を整備し、使用した。（ ）内は使用時間である。[ ]の略号は前項

(2)中の図に対応している。 

平成 26 年度整備 

OSL 測定装置 [OSL] 特注，ナノグレイ社製，26 号館２階 OSL 測定装置室に設置，鉱物の OSL

測定を行い、試料の堆積年代を求めるために使用した。（158 時間） 

平成 25 年度整備 

赤外顕微システム [赤外] NicoletiS50 FT-IR，サーモフィッシャーサイエンティフィック社製，20

号館２階機器室設置，空間分解能の高い赤外分光測定に使用した。（242 時間） 

平成 24 年度整備 

ＬＤ励起ＣＷグリーンレーザー [レーザー] Verdi G15 LPS，コヒレント社製 39Ar-40Ar 年代測定用希

ガス質量分析計の希ガス抽出部に接続し、鉱物の微小領域の年代を求めるために使用した。

（340 時間） 

平成 23 年度整備 

顕微レーザラマンシステム [ラマン] Nicolet Almega XR 顕微レーザラマンシステム，サーモフィッシ

ャーサイエンティフィック社製，20 号館２階機器室設置，空間分解能の高いラマン分光測定に

使用した。（734 時間） 

粉末Ｘ線回折パターン総合解析システム [XRD] リガク社製，８号館１階に既存のリガク社製Ｘ線

粉末回折測定装置 RINT2500V の制御及びデータの解析用に取り付け、一体として高効率で

粉末Ｘ線回折測定とそのデータ解析ができるようにした。（950 時間） 
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下記の既存設備も使用して研究を行った。 

段階加熱希ガス分析装置及び低ブランク K-Ar 年代測定装置 [K 質] 

ローエナジーGe 検出器 EGP800-10-R 

カソードルミネッセンス測定装置 SEM-CL [CL] JSM-5410CL 

生体環境ラジカル測定装置 [ESR] JES-PX2300 

X 線回折装置 [XRD] RINT-2500V 

レーザーアブレーションシステム [Ar 質] UP-213 

磁化率測定装置 [磁気] XL-5 

時間分解熱ルミネッセンス測定装置 [TL] 

電子プローブマイクロアナライザ JXA-8230 

電子プローブ表面分析システム JXA-8900R 

バイオ・イメージングアナライザー BAS-1800Ⅱ 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
本研究事業では、これまでの分析学的、化学的手法を用いた地球惑星科学において用いられてこ

なかった、鉱物中の ppm オーダーの格子欠陥や不純物を検出する物理的、化学的手法に注目し、そ

の有用性を調べた。手法の改良によって高精度・高確度の年代測定手法を開発するとともに、新しい

年代測定手法の開発を行った。そして、これらの手法が年代測定だけでなく、これまでの分析手法を

用いるだけではできなかった、堆積物の起源地推定や混合の定量化、宇宙空間における衝撃圧力を

定量的に議論するために有効であることを示し、それが実際の問題に応用できることを示すことがで

きた。これらをもって、鉱物中の ppm オーダーの格子欠陥や不純物を検出するという、これまでに地

球惑星科学において用いられることのなかった新たな物理的、化学的手法の有用性を示すという当

初の目的がほぼ達成できたと考える。これらの成果をテーマ別にまとめると次のようになるが、この中

では、それぞれのテーマに分かれて研究を行った、それぞれの分析手法をもつ研究者間で、分析手

法の特長についての情報を共有し、テーマを越えて分析手法が応用されるように配慮し、実際にその

ように成果を上げることができた。 

テーマ１ 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価では、鉱物の物性物理学的また

形態学的特徴を用いて堆積物を特徴化し、その起源を明らかにする方法を開発すること（サブテーマ

１）、その開発された方法を用いて実際の堆積物に応用すること（サブテーマ２）、堆積物の生成をもた

らす化学的な風化メカニズムを明らかにすること（サブテーマ３）に取り組んだ。 

 当初の目標 達成した成果の概要 

サブテーマ１ 

各種鉱物の格子欠陥などを反映した

ESR 信号、熱ルミネッセンス、カソード

ルミネッセンス、ジルコンの形態を用

いて堆積物を特徴化し、起源を求め

る方法を開発する。 

堆積物中の石英の ESR 信号、TL 発光

色、カソードルミネッセンスを用いて各種

堆積物を特徴化できることがわかり、起源

地からの定量的な混合の議論が可能で

あることを明らかにした。 

サブテーマ２ 

サブテーマ１で開発された方法を実

際の堆積物に応用し、堆積物の起源

地に関する情報を得る。 

日本各地に飛来する近現代の風送塵、木

津川、黒部川、千代川堆積物、モンゴル

風成堆積物に応用し、起源地や堆積物の

区別について議論を行った。 

サブテーマ３ 

化学風化実験により、堆積物の生成

をもたらす化学的な風化メカニズムを

明らかにするとともに、古環境の推定

に応用する。 

玄武岩の化学風化変質過程を明らかに

し、溶脱しやすい元素の種類およびその

程度の鉱物による差異を明らかにした。 

サブテーマ１では、石英、長石、ジルコンといった鉱物にみられる ESR 信号、TL の発光スペクトル

の分析、CL 発光スペクトルの分析を行った。その結果、堆積物に最も普遍的に含まれている石英に

ついて明確な ESR信号が観測されるとともに、生成環境に応じて TL発光スペクトル、また CL発光ス

ペクトルが特徴的なパターンを示すことが明らかになった(*4)。特に、TL については、加熱温度によっ

てスペクトルが変化することが見いだされ、低温の赤色ピーク、高温の赤色ピーク、低温の青色ピーク

の３種類を定量的に数値化する方法を確立することができた(*1)。ESR 信号については、酸素が欠損
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した酸素空孔に観測される E1’中心、含まれる不純物による Al 中心、Ti-Li 中心、Ti-H 中心を用いて

石英の特徴化が可能であり、その特徴の異なる２種類の試料を人為的に混合することで混合割合に

応じた信号強度になるとともに、信号強度から逆に混合割合を定量的に求めることができることを確

認した。ジルコンの結晶形態については、それを晶出させたマグマの温度と化学性に応じて変化する

という Pupin (1980)の仮説に基づいて、河川堆積物の後背地となる地質、特に花崗岩類に含まれるジ

ルコンの結晶形態のフィールドデータを収集することに力点置いて研究を進めた。これを定量的に議

論するために、結晶形態解析プログラムを独自に作成した。これを用いて、瀬戸内海の島嶼部及び岡

山県内の花こう岩中のジルコンを分析し、岩体ごとの差異を求めることができた。しかし、これのみで

堆積物中のジルコンを特徴化し、起源地を議論するのには差異が小さすぎることがわかった。 

 サブテーマ２では、石英のESR信号、TL発光色、カソードルミネッセンスを用いて、実際に自然の風

送塵、河川堆積物に応用し、それらの堆積物の供給源について議論を試みた。最近数十年の日本列

島に飛来した風送塵を年ごとに分析し、ESR によって測定される石英中の酸素空孔量を調べたとこ

ろ、日本の北と南で風送塵の運搬過程が異なること、また北ではこの間に徐々に酸素空孔量が減少

しており、起源地の変動が示唆されることがわかった(*3)。一方、河川堆積物については、ESR によっ

て観測される酸素空孔量及び不純物中心を用いて、支流と本流から供給される河川堆積物の割合を

定量的に議論できることがわかった(*2)。また、木津川、黒部川、千代川の現河床堆積物について石

英の ESR 信号及び TL 発光色を調べたところ、河川堆積物に含まれる石英が、流下する地域の地層

に含まれる石英の特徴を反映して、上流から下流にかけて変動していく様子を観測することができた

(*1)。このほかに、埋没腐植土層である土壌に含まれる炭素の放射性炭素年代も土壌の対比の指標

として有効であることが見いだされ、実際に、ヒマラヤ山脈東部に分布する土地開発史の痕跡として

の埋没腐植土層が，複数の運搬流路で運搬されたことが見いだされた。 

 サブテーマ３では、古環境下での玄武岩の風化変質過程(*28)を明らかにすることができた。特に現

在の環境下(*29)との比較において、溶脱しやすい元素の種類およびその程度について定量的なデ

ータを得た。鉱物表面の化学組成の変化について、その特徴を把握した。一方、実際の環境中に風

化によって生成すると考えられている二次生成鉱物については、人工風化実験においてはXRDでは

確認することが出来なかった。そのため、同時に行った野外調査および現在の酸素環境下での実験

結果から得られた二次生成物についてまとめた。その結果、同じ岩石でも、産地によって異なってい

ること、また岩石鉱物の化学組成および鉱物組成および共存鉱物によっても異なることがわかった。 

 テーマ２ 鉱物微小領域に記録された年代情報の解明、年代測定手法の高確度高精度化及びその

応用では、若い岩石試料の K-Ar 年代の高確度化とその応用（サブテーマ１）、微小領域の 39
Ar-

40
Ar

年代測定手法の開発と応用（サブテーマ２）、石英を用いた ESR 年代測定手法の改良（サブテーマ

３）、考古古地磁気を用いた地磁気年代推定法の開発（サブテーマ４）に取り組んだ。当初、新しい年

代測定手法の導入と開発は予定していなかったが、本事業の開始と前後して、重晶石を用いて ESR

年代測定が行えることを参加研究者が世界に先駆けて発見し、重要な広い応用が見込まれたことか

ら、サブテーマ３の一部としてこの手法の開発に取り組むことにした。また石英の ESR 年代測定結果

を議論するために OSL年代と比較することが有用であることがわかったため、このための測定装置を

新たに導入した。 

 当初の目標 達成した成果の概要 

サブテーマ１ 若い火山岩について正しく年代が求

められる K-Ar 年代の高確度手法を

開発し、応用研究を行う。 

38
Ar との同位体分別を利用して、１万年ま

での高確度 K-Ar 年代測定手法を確立

し、バリ島のブラタン火山の年代で層序と

の整合性を確認した。 

サブテーマ２ 微小領域に段階加熱を適用できる
39

Ar-
40

Ar 年代測定手法を開発し、応

用研究を行う。 

変質のある微小な試料について、微小領

域分析による年代測定が可能になり、応

用的研究を行った。 

サブテーマ３ 石英を用いた ESR 年代測定手法の

精度及び確度の改良を行う。（目標の

追加）石英の ESR年代のOSL年代と

の比較、重晶石を用いた新しい ESR

年代測定手法の高精度化を図る手法を

開発し、誤差の改良を確認した。OSL 年

代との比較により、石英の ESR 年代の問

題点を明らかにした。新たに重晶石の
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年代測定手法の開発を行う。 ESR 年代測定手法を確立した。 

サブテーマ４ 考古古地磁気を用いた地磁気年代

推定法の開発を行う。 

年代が求められた日本各地の考古被熱

遺構の磁気測定により、最近数千年の地

磁気永年変化モデルを確立した。 

サブテーマ１では、後期更新世火山岩の高精度高確度 K-Ar 年代測定にはアルゴン同位体質

量分別補正の必要性を提案し、その信頼性を実際の火山岩で検証した。火山層序が確立してい

るインドネシアバリ島のブラタン火山から系統的に採集した火山岩にこの方法を適用した結

果，層序と整合的で、一万年までの高確度K-Ar年代測定が可能であることを明らかにした(*20)。

応用的研究として、エチオピア類人猿化石 Chororapithecus が 800 万年前であることを明らかに

した。これにより、類人猿と猿人間の年代ギャップ（ミッシングリンク）を 150 万年短縮した

(*9)。西南日本三波川変成岩から過剰アルゴンを持った白雲母を初めて見いだした(*14)ほか，変

形作用によるアルゴン離散と変成岩上昇テクトニクスを議論し、大陸衝突型では海洋沈み込み

作用による太平洋型より地殻の上昇速度が 2 倍以上早いことがわかった(*5)。関東山地三波川

泥質片岩(67 Ma)から Paragonite-clinosoisite 共生を発見し、これまでより明らかに高圧条件で形

成された可能性を示した(*15)。 

 サブテーマ２では、本事業で導入したＬＤ励起ＣＷグリーンレーザーによって、微小鉱物の段階

加熱による希ガスの抽出が可能になり、微小鉱物を用いた場合にも、後の低温の変成による希ガス

の損失部分の温度領域を排除して、高確度の 39
Ar-

40
Ar 年代測定が可能になった。基礎実験として、

白雲母の段階加熱実験を行い、閉止温度を見積もったところ、熱水拡散実験と必ずしも整合的

ではない結果が得られ、温度履歴に関して変成岩の岩石学的温度圧力データとの注意深い比較

検討が必要であることがわかった(*21)。こうした点を考慮した上で、下記の応用的研究を行っ

た。これまでには、カリウムが少ないために純度を確保しての分析が難しかった輝石について、

本手法を適用することによって、K-Ar 法の結果と対比して大西洋中央海嶺の東側に位置するホ

ットスポットの St. Helena 島の火山岩層序の年代を決定し、直下のマントルの地球化学的進化

を議論した(*16)。Bauer Ridges の海底掘削試料について、変質の影響が少ない部分からのガス

抽出が微小領域の分析を高温で行うことによって可能になり、得られた年代を用いて弧状の火

山列もしくは背弧側で形成されたことを報告した(*12)。 同様の手法で、Lyra 海盆はその位置

関係からOntongJava Plateauの一部と思われていたが, 別の火成活動によって形成されたことを

示した(*13)。冥王代のジルコン粒子に含まれた包有物の起源を求めるために、これらの包有物

の微小領域年代測定を試みた。検出可能な量のアルゴンが包有物内に存する可能性の高いこと

はわかったが、過剰アルゴンのために年代を求めるには至らなかった。しかし、アルゴンの大

部分が加熱温度 1000℃以上の高温領域で放出されることから、段階加熱の方法を検討すること

で微小領域の Ar-Ar 年代が得られれば包有物の形成年代を獲得できることがわかった。 

 サブテーマ３では、地表に普遍的に存在する鉱物である石英を用いた ESR（電子スピン共鳴）

年代測定方法の確立をめざした。テフラの石英について、より精度の高い信号再生法及び再生

付加線量法を世界に先駆けて開発した(*23)。この手法を用いて既知線量の再現実験を行い、精

度の改善を確認した(*8)。新たに OSL 年代測定を導入した。年代既知の九州及び北海道のテフ

ラ中の長石を用いて、pIRIR 法という新しい手順による OSL 年代を求めたところ、既知の年代

とよく合っており、石英の赤色発光を用いるのと同様に、長石を用いた OSL 測定が日本のテフ

ラに有効であること初めて示すことができた(*10)。この同じテフラ試料について石英の ESR 年

代を比較した。若い試料については既知年代と合うものの、古くなるにつれてばらつきが大き

くなるという結果が得られた。このことは石英の ESR 年代の問題は、ESR によって求められた

総被曝線量にあることになる。信号の種類と年代の整合性ついて一定の傾向は得られなかった。

磁性格子欠陥の間の電子のやり取りが、今後の課題である。本研究事業の開始と前後して新た

に重晶石の ESR 年代測定が可能であるという事実を世界に先駆けて発見したため、この手法の

確立のための基礎実験を行った。年代測定限界に関連する信号の熱安定性(*24)、内部 α 線によ

る信号生成効率(*22)を求めた。ESR 年代が U-Th 年代と一致することを示し(*19)、その年代計

算法を提案し(*17)、沖縄トラフの熱水域の重晶石の年代測定を組織的に行った(*11)。 
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サブテーマ４では、 古地磁気学の中でもとりわけ精度が高い考古地磁気データを用いてこれま

で得られていたデータを質、量ともに増やし年代曲線のアップデートを行い、過去 2000 年およびそれ

以前の年代推定を目指した。データベース中にある考古地磁気データから考古学年代値がはっきり

しているものを再抽出し地磁気永年変化モデルを再構成した。19 世紀後半以降の部分について観測

地球磁場と接続したモデルにした。さらに、大阪付近で定義した永年変化モデルはおおよそ全国的に

拡張しても問題ないこと、そして、被熱遺構（窯跡）の操業年代の中心値と最終焼成年代の差を考慮

したモデルのずれは 5～7 年程度であることがわかった。データベースを精査した結果、網羅し切れて

いない年代値として 4 世紀以前および 13 世紀後半以降の 2 つの時代があることがわかった。そこで

これらの時代に照準を合わせた考古地磁気測定をいくつかのサイトにて行った(*6, *7, *18)結果、13

～16 世紀の地磁気永年変化について従来の標準曲線より的確なものが得られた。また一方で、地磁

気強度を用いた標準モデル作成のために、須恵器窯床面を用いた古地磁気強度測定を行った。床面

定方位試料を用いることで方位と同等に論じ地磁気 3 成分を同時に測定できることが示された。  

テーマ３ 新たなルミネッセンス手法による隕石の宇宙鉱物学的研究および衝撃変成過程の定量

評価では、太陽系形成の衝撃の履歴を記録している隕石を分析対象とし、構成している鉱物の物理

化学特性を用いて衝撃イベントの検出とその圧力の定量的評価ならびに衝撃変成過程で生じた超高

圧鉱物の特徴化を行った。 

当初の目標 達成した成果の概要 

ルミネッセンス、ラマン分光、赤外吸収測定

を用いて隕石に記録された衝撃過程を定量

的に明らかにする。 

衝撃圧力に敏感に変化し、ラマン及び赤外分光測

定による結晶性の評価結果と整合的なCLピークを

見出し、このピークを定量することにより、定量的な

衝撃圧力の推定方法を開発し、実際の試料の圧力

推定に応用した。 

 隕石試料（火星や月起源隕石を含む）および地球のインパクタイト試料から衝撃変成鉱物を見出し、

CL、顕微ラマン分光、顕微赤外分光法により結晶化学的性質を明らかにした。特に、CL 分析法はこ

れら鉱物（長石やシリカ鉱物など）に記録された衝撃変成に伴う構造欠陥を鋭敏に検出可能であるこ

とが示された。また、長石鉱物を対象として一段式火薬銃による衝撃実験を行い試料回収に成功し

た。これら試料の CL スペクトルデータを波形分離解析することにより衝撃変成により生成した構造欠

陥を検出し定量化することができ、この結果を基に、5-40Gpa という広いダイナミックレンジを有する衝

撃圧力計を開発できた。火星隕石およびインパクト中の長石鉱物にこの方法を応用し、それらの衝撃

圧力を精度よく定量評価できることを実証した(*27)。 

 CL は衝撃変成を受けた鉱物の結晶化学的性質を特徴付けられることから、地球型惑星起源の隕

石 CL を用いて検索し、従来の方法では困難であった多くの衝撃変成鉱物を見出すことに成功した。

特に、月に関しては、大気がないため隕石衝突により地表に超高圧鉱物の存在が予想されていたも

のの報告はなかったが、今回初めて月起源の隕石から60 GPaを超す超高圧条件下で生成したシリカ

鉱物の多形をなす Seifertite を発見するに至った(*25)。 

 また、TL による普通コンドライト隕石の解析から、太陽系初期の情報を持つと期待される始原的グ

ループに分類される隕石の特定ならびに衝撃変成作用の影響の有無を検出する手法の開発に成功

し、これは日本が多く保有する南極隕石の系統的な分類やペアリングの判定ならびに始原的隕石の

特定などに大きく貢献した(*26)。新たに、TL グロー曲線の解析から、ユレイライト隕石について解析

したが衝撃変成に起因する TL 発光を検出できなかったが、石英については青色発光が衝撃圧力と

相関を有することを見出した。 

＜優れた成果が上がった点＞ 

［地球表層の堆積物の運搬指標としての有効性］（テーマ１） 

 地球表層における堆積物の運搬に関し、風送堆積物だけでなく河川堆積物に石英の ESR, TL, CL

信号が有効であることあるいは有効に用いられる可能性を初めて組織的に示すことができた。特に、

テーマ３を担当した研究者の協力を得て、TL 発光色に関して定量方法を初めて確立することができ

た。また、２つ以上の起源の混合を定量的に議論できることを示すことができ、当初の目的の重要な

部分を達成することができた。 
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［高確度 K-Ar 年代測定手法の確立］（テーマ２） 

 K-Ar 法について、１万年以下の若い火山岩について高確度の年代測定手法を確立できた。微小領

域 Ar-Ar 年代測定法の手法を確立し、さまざまな重要な地球科学的応用に関して成果を挙げること

ができた。エチオピア chorora 層の火山灰の 39
Ar-

40
Ar 及び K-Ar 年代測定結果を用いた研究成果

が Nature に掲載された(*9)ことは特記に値する。 

［微小領域 39
Ar-

40
Ar 及び K-Ar 年代測定手法の開発と応用］ 

 ＬＤ励起ＣＷグリーンレーザーによって、微小領域の段階加熱による希ガスの抽出が可能になり、

変質による希ガスの損失部分の温度領域を排除し、また試料の変質部分を排除して、高確度の
39

Ar-
40

Ar年代測定が可能になった。この手法を用いて数多くの年代測定の応用的研究の成果を上げ

ることができた。 

［新たな ESR 年代測定手法の開発］（テーマ２） 

当初の計画にはなかったが重晶石を用いた ESR 年代測定法を世界に先駆けて確立すること

ができ、沖縄周辺の数多くの熱水域の年代を組織的に求めることができた。 

［日本周辺の古地磁気永年変化曲線の確立］（テーマ２） 

従来の標準曲線を改良して、長らく議論の続いてきた日本周辺の地磁気永年変化について、標準

曲線をほぼ確立することができた。副次的効果となるが、古地磁気データの統一的なプロットをする

ウェブサービス（*31）が開発された。 

［隕石の衝撃圧力計の開発］（テーマ３） 

定量性のある、長石の CL を用いた隕石の衝撃圧力計を世界に先駆けて開発した。この手法は、

地球型小天体起源の隕石に普遍的に含まれる長石を用いること、マイクロメートルオーダーの微小鉱

物粒子からも CL 信号を検出可能であること、広いダイナミックレンジを有し従来困難であった 10 

GPa 以下の低い衝撃圧力領域においても使用可能であることなど、従来の屈折率やラマン分光法に

よる結晶構造解析による方法に比べて利点の多い、全く新しい画期的な手法であると高く評価される. 

＜課題となった点＞ 

［地球表層の堆積物の運搬指標としての有効性］（テーマ１） 

 石英の ESR 信号やルミネッセンスを用いて堆積物の混合の議論は可能になったが、堆積物のそも

そもの起源地との関係を議論することが今後の課題である。 

［39
Ar-

40
Ar 及び K-Ar 年代測定系における閉鎖温度］（テーマ２） 

 微小領域測定が可能になった一方で、微小領域の段階加熱によって求められる、39
Ar-

40
Ar 及

び K-Ar 年代測定系における閉鎖温度が、バルク試料の段階加熱によって求められる閉鎖温度

と異なる可能性が示された。変質を排除して年代を得るという相対的な信頼性の点では問題な

いが、岩体の冷却を定量的に議論する際には問題になる可能性があり、検討が必要である。 

［石英を用いた ESR 年代測定手法の確立］（テーマ２） 

石英の ESR 年代測定では問題点が明らかになったものの、それを解決するための石英中の格子

欠陥同士の電子のやり取りという根本的な物理プロセスの解明が必要である。 

［日本周辺の古地磁気永年変化曲線の確立］（テーマ２） 

4 世紀以前の考古地磁気に関しては被熱遺構が少なく、被熱度合が悪いものが多い。この年代域

のデータの蓄積が課題である。 

［隕石の衝撃圧力計の開発］（テーマ３） 

 CLを基に推定された衝撃圧力は従来から用いられてきた屈折率法やラマン分光法などの値とは一

致するものの、静的圧縮実験による鉱物組み合わせから得られた推定値よりは高い傾向を示す。こ

の主な原因として圧縮過程の違いや昇温効果による影響が大きく関わっていると推察されることか

ら、温度効果を考慮した衝撃実験および静的圧縮実験により比較検討したい。 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 毎年度末に自己点検・評価用の研究報告書を作成して学長に報告した。報告書の詳細については

代表とテーマリーダーが中心になって検討した。報告書は学内の主要役職者および部署だけでなく、

学外（連携機関、関連研究者、関連の研究を行っている大学等）にも配布し、研究成果を社会に広く

周知した。事業の進捗状況を定期的にとりまとめ、ホームページで公開した。毎年度、学内の関係会

議（大学協議会、研究科委員会等）において、次年度の事業計画を説明し、研究費等の配分の妥当
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性と効果について協議した。 

 毎年度末に、共同利用研究参加者を含めた全体の研究報告会を開催し、お互いに研究成果、研究

計画について検討を行った。また、中間評価（ヒアリング）での指摘事項を踏まえ、事業の後半２年間

においては、個々の研究についてのセミナーを定期的に開催し、研究成果について検討を行った。 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

 当初の計画に従って、２年目終了後及び４年目終了後に、学内、学外の外部評価委員２名をお願い

し、自己点検・評価用の研究報告書に基づいて、それまでの研究成果について評価と意見を求めた。

これらの評価は、年度初めのミーティングにおいて報告をし、対応を検討した。 

 ３年目終了後には文部科学省に中間報告を提出し、ヒアリングを受けた。ヒアリング後にはミーティ

ングを開催し、いただいたアドバイスへの対応を検討し、相互の研究協力をより密接に図る方策を実

施し、また、個々の研究についてのセミナーを定期的に開催することとした。 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 本事業「鉱物の物理化学特性から読み取る地球、惑星の環境変遷史」によって、鉱物の分析手段を

拡充すると共に、これらの装置を用いて、鉱物中の ppm オーダーの格子欠陥や不純物を検出するこ

とにより、高精度・高確度の年代測定手法を得ることができ、またこれまでの手法では求めることので

きなかった環境変動を検出する手法を手にして実際にそれが有用であることを示すことができた。本

事業終了後はこれらの整備した装置を活用して、これらの研究テーマについて、引き続き、さらに基礎

的、また応用的な研究を継続して進めていきたいと考えている。この際には、これも本事業によって得

ることができた、他研究機関との密接な共同研究の関係を活用することで、本学のメンバーだけでは

できない、広い応用的研究が可能になると期待できる。 

 上記＜課題となった点＞に引き続き取り組むことにより、高確度・高精度の年代測定法を各年代測

定手法において確立していくほか、堆積物の起源地の同定、各起源からの混合割合が定量的に得ら

れるための手法の開発を進めていく。惑星間空間における衝撃圧力推定の応用的研究を進めていく

ほか、下記に示すように本事業によって副次的に得られ、発展的に新たな方法と成果が得られる方

向性として、地球外物質における鉱物の同定や有機物の研究などの進展をめざしたい。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

［人工岩石風化実験］（テーマ１） 

岩石風化実験による二酸化炭素含有雨水と岩石鉱物との相互作用の研究により、現地球で今後

予想される二酸化炭素増加に伴う岩石鉱物（含石材等）の風化への影響を検討する際の基礎的デー

タを得ることができた。 

［日本周辺の古地磁気永年変化曲線］（テーマ２） 

 本事業で収集した古地磁気データを用いて、古地磁気データの統一的なプロットをするウェブサービ

ス（*31）およびこれまでに開発してきた考古地磁気用試料採取・成形のプロトコルをまとめることがで

きた（*30）。 

［はやぶさ回収試料の CL 計測］（テーマ３） 

本事業で得られた長石のCLによる衝撃圧力推定法を、はやぶさが回収した小惑星イトカワの鉱物

微粒子に応用するため、「はやぶさ」サンプル国際研究第 2回公募に申請し採択された。実際にイトカ

ワの長石微粒子 5 試料について CL 測定を行い、衝撃圧力の算出を試みたが検出限界以下であっ

た。宇宙放射線により CL に起因する発光中心が消失した可能性もあり、さらなる検討を要する。 

［CL による超高圧鉱物同定］（テーマ３） 

衝突現象で生じた超高圧鉱物の特定に CL が簡便で有用であることが示された。月隕石から

Seifertite を発見し、この成果が Nature 電子版で公表された(*25)。 

［ラマン分光法による隕石中の有機物の測定］（テーマ３） 

 本事業で培われたラマン分光による分析手法を応用し、地球生命の起源の可能性が指摘されてい

る隕石中の有機物のその場（in situ）観察を試みた。特にキラリティに注目し、アミノ酸などの有機物

の特定とその位置情報を求め、微小部旋光計を用いて固体の状態でキラリティの決定を試みた。もし

隕石中のアミノ酸のキラリティが in situで決定できれば、地球生命の起源の可能性についての議論に

対するブレークスルーになる成果と期待され、事業終了後にも、継続して研究を進めたい。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）    年代測定         （２）     鉱物           （３）   格子欠陥        

（４）  ルミネッセンス        （５）     隕石           （６）   衝撃圧力               

（７）    希ガス           （８）    堆積物           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

＜雑誌論文＞ 
査読有り 114 件 査読無し 30 件 計 144 件 

（下線：本事業学内参加者 下破線：本事業共同利用研究学外参加者 $本事業学内参加者が指導

教員として指導した学生及び研究員が第１著者となっている論文） 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

国際会議の実施 

関連の国際的な研究の発展に寄与すると共に、地球惑星環境科学研究センターが本研

究分野の中心的研究機関としての基礎を確立するために、「第３回アジア－太平洋ルミネッ

センス及び電子スピン共鳴年代測定国際会議」 (3rd Asia Pacific Conference on 

Luminescence and ESR dating) を次のように開催した。 

 開催日程 平成 24 年 11 月 18 日－21 日 

 会場  加計学園創立 50 周年記念館 

 参加者  74 名 

参加者出身国 12 カ国（ドイツ、インド、フランス、韓国、オーストラリア、デンマーク、

ポーランド、マレーシア、カナダ、トルコ、中国、日本） 

 口頭発表 36 件   ポスター発表 39 件 

学会の一部については、新聞、テレビなどのマスコミに取り上げられた。会議の後、投稿され

た論文に対して、通常の学術誌で行われる査読を行い、学術誌 Geochronometria, 40 巻, 4

号として、平成 25 年（2013 年）に論文集を発行した。収録された論文は 19 編であった。 

 

インターネットによる成果の公開 

 本事業の進捗状況及び成果について、http://www.rins.ous.ac.jp/eps/ で公開した。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 引き続き、各学会で研究成果の公表を継続して行うほか、本事業の研究をもとに新たに行

われる研究の成果について学術誌に発表していく。 

 

１４ その他の研究成果等 

＜外部資金獲得状況＞ 

平成 20-24 年度 日本学術振興会 科学研究費 新学術領域研究 海洋地殻内熱水循環と

地下微生物圏の相互作用 計画研究 大河の時間変動と熱水生態系の進化 分担 豊

田新 

平成 23-25 年度 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究(C)  石英の格子欠陥及び結晶

化度を物質移動指標として用いるための物理的基礎の確立 代表 豊田新 

平成 23-25 年度 日本原子力研究開発機構施設利用共同研究 一般共同研究 地球環境

における物質移動の指標として石英の常磁性格子欠陥を用いる試み（２） 代表 豊田新 

平成 23 年度 蒜山地質年代学研究所 受託研究 第四紀地質体の精密年代測定 代表 

板谷徹丸 分担 兵藤博信 豊田新 

平成24-27年度 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究(C) 原生代環境下における水ー

岩石鉱物相互作用とその後の地球環境形成に関する研究 代表 小林祥一 

平成 24-26 年度 日本学術振興会 科学研究費 挑戦的萌芽研究 海底地震発生帯のラド

ン測定による巨大地震発生予知の可能性 分担 代表者 岡山理科大学 蜷川清隆 分

担 豊田新  

平成 24 年度 蒜山地質年代学研究所 受託研究 第四紀地質体の精密年代測定 代表 

板谷徹丸 分担 兵藤博信 豊田新 

平成 25-28 年度 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究(C) アジア・モンスーン地域にお

ける土地開発の歴史的変容とその要因解明 代表 宮本真二 
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平成 25-28 年度 日本学術振興会，科学研究費補助事業，基盤研究 B「東アフリカにおける

「早すぎる高齢化」とケアの多様性をめぐる学際的研究」（研究代表者：長崎大学環境科

学部准教授：増田 研）,（研究分担者）． 

平成 25-27 年度 日本学術振興会 科学研究費 特別研究員奨励費 TL, OSL, ESR による

百万年までのテフラの年代測定の比較的手法による確立 代表 豊田新 

平成 25 年度 蒜山地質年代学研究所 受託研究 断層岩の年代測定 代表 板谷徹丸 分

担 兵藤博信 豊田新 

平成 26-28 年度 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究(B) 湖年縞堆積物および雪氷コ

アを用いたアジアダスト輸送の季節性と沈積フラックスの解明 分担 西戸裕嗣 

平成 26-28 年度 日本原子力研究開発機構施設利用共同研究 一般共同研究 地球環境

における物質移動の指標として石英の常磁性格子欠陥を用いる試み（３） 代表 豊田新 

平成 26 年度 石油天然ガス・金属鉱物資源機構 海洋鉱物資源研究調査に係る研究（海底

熱水鉱床の年代決定） 代表 豊田新 

平成 26 年度 公益財団法人 八雲環境科学振興財団  環境研究助成（一般研究）「瀬戸内

臨海平野に記録された災害履歴と遺跡の立地環境の解析」，（研究代表者；岡山理科大

学生物地球学部准教授：宮本真二），（研究代表者）． 

平成 26 年度 蒜山地質年代学研究所 受託研究 断層岩の年代測定 代表 板谷徹丸 分

担 兵藤博信 豊田新 

平成 27-29 年度 日本原子力研究開発機構施設利用共同研究 一般共同研究 鉱物に記

録された放射線誘起欠陥の定量評価 代表 西戸裕嗣 

平成 27 年度 石油天然ガス・金属鉱物資源機構 海底熱水鉱床形成年代の総合的研究 

分担 代表者 九州大学 石橋純一郎 分担 豊田新 

平成 27 年度 蒜山地質年代学研究所 受託研究 断層岩の年代測定 代表 板谷徹丸 分

担 兵藤博信 豊田新 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 テーマ内及びテーマ間の連携をより密接にすべきである。そのための定期的なミーティング

など、意思を通わせるしくみが必要である。研究組織図的なものも必要であろう。 

 研究の進捗・成果は順調と思われる。効果をまとめる場合は、当プロジェクト（私立大学戦

略的研究基盤形成支援事業）の意義、効果をより強調して欲しい。 

 教育面の効果も十分考慮してほしい。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 4 年目、及び 5 年目には平均して 2 か月に 1 回程度の頻度でセミナーを開催し、それぞれ

の研究状況についてメンバーで検討し、共同での取り組みを図る努力をした。 

 それぞれの研究者は、それぞれに専門とする測定法を持ち、各自の課題に責任をもって取

り組んだが、別の課題の研究についてもその測定方法を使用するなどの交流を図り、テーマ

３を担当した研究者の協力を得て、テーマ１において TL 発光色に関して定量方法を初めて

確立して、堆積物の特徴化をするなどの成果を実際に上げることができた。 

 本研究報告書概要第 11（２）項にある組織図を全員による臨時のビジネスミーティングで確

認し、研究を進めた。 

 研究成果をまとめる際に、当事業（プロジェクト）の意義を意識し、論文の執筆、報告書のと

りまとめにあたった。当事業に関連して論文の執筆を行う際には、謝辞に当事業による成果

である点を明記するよう各研究者に徹底を図った。 

 それぞれの研究課題には、11（２）項の組織図にある大学院生が RA として参加したほか、

卒業研究の学部生も参加し、教育面の配慮をおこないつつ、研究を進めた。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

0

総 計 152,603 71,812 80,791 0 0 0 0

0 0

研究費 94,171 52,335 41,836 0 0 0

設 備 58,432 19,477 38,955 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0 0
総

額

施 設 0 0 0 0 0 0 0

研究費 18,062 10,205 7,857

設 備 0

装 置 0

平
成
2
7
年
度

施 設 0

研究費 19,867 11,126 8,741

設 備 0

装 置 0

平
成
2
6
年
度

施 設 0

研究費 19,786 11,527 8,259

設 備 20,160 6,720 13,440

装 置 0

平
成
2
5
年
度

施 設 0

研究費 18,246 9,266 8,980

設 備 9,975 3,325 6,650

装 置 0

平
成
2
4
年
度

施 設 0

研究費 18,210 10,211 7,999

設 備 28,297 9,432 18,865

装 置 0

受託
研究等

寄付金 その他（　　　　　　　　　　） 備　考

平
成
2
3
年
度

施 設 0
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年度・区分 支出額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

法　人
負　担

私　学
助　成
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負担



（様式２）

法人番号 331001

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）
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１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 8,427 8,427

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 714 講演会 714 謝礼・その他

（負担･修繕･奨学費） 1,826 会議・修理代 1,826 研究会等参加費・機器修理代

印刷製本費 102 印刷費 102 研究報告書作成

旅費交通費 952 国内外出張費 952 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 148 電気代・水道代等 148 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 29 送料 29 書類・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,656 実験材料 4,656 器具・試薬・その他

年　　　度 23

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

（情報処理関係設備）

1,596 私学助成OSL測定装置 2014 （特注） 1 158 3,628

19,950 文部科学省
赤外顕微システム 2013 Nicolet Coninuμm 1 242 20,160 13,440 私学助成
ﾚｰｻﾞｰｱﾌﾞﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ 2008 UP213 1 310 19,950

0

X線回折装置 2006 RINT2500V 1 950 0 0 その他寄付

低ﾌﾞﾗﾝｸK-Ar年代測定装置 1986 1 43800 教員作成

4,200 私学助成
LD励起CWグリーンレーザー 2012 Verdi G15-LPS 1 340 9,975 6,650 私学助成

粉末X線回折パターン総合解析システム 2011 PDXL 1 950 6,300

顕微レーザラマンシステム 2011 Nicolet Almega XR 1 734 21,997 14,665 私学助成
（研究設備）

私学助成
生体･環境ﾗｼﾞｶﾙ測定装置 2001 JES-PX2300 1 2982 88,500 41,611 私学助成

補助金額 補助主体

（研究装置）
電子ﾌﾟﾛｰﾌﾞ表面分析ｼｽﾃﾑ 1996 JXA-8900R 1 5339 143,000 57,200

0

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費

(情報処理センター)

0
11号館 S60年度 47.34 2 3 1,255,712 0
21号館 H8年度 72.15 2 2 1,756,001

0
8号館 S55年度 28.60 1 2 246,619 0
1号館 S43年度 98.58 4 5 356,690

0
7号館 S51年度 87.25 3 5 383,163 0
20号館 H8年度 48.00 2 20 1,614,230

0
22号館 H9年度 24.00 1 20 790,000 277,260 私学助成
6号館 S50年度 128.75 5 4 518,650

94,051 私学助成
ｱｲｿﾄｰﾌﾟ実験施設 H15年度 98.90 2 4 48,104 0

26号館 H17年度 422.32 12 30 393,355

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額 補助主体

段階加熱希ｶﾞｽ分析装置 1979 1 2400 教員作成 0
ﾛｰｴﾅｼﾞｰGe検出器 1996 EGP800-10-R 2 43800 52 0
ﾊﾞｲｵ･ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞｰ 2005 BAS-1800Ⅱ 1 50 4,800 0

42,249 私学助成ＷＤＳ電子プローブ表面分析装置 2014 JXA-8230 1 787 67,300



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

図　　　　書 29 29 和・洋図書
計 405 405

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 376 376 温度コントローラー

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0

計 11,400 11,400

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,008 講演会 2,008 謝礼・その他

（負担・修繕他） 1,084 会議 1,084 研究会等参加費・装置修理代・その他

印刷製本費 134 印刷費 134 研究報告書作成

旅費交通費 3,064 国内外出張費 3,064 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 368 電気代・水道代等 368 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 23 送料 23 書類・資料送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,719 実験材料 4,719 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 25

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 13 13 和図書
計 538 538

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 525 525 ５０００ｍ級耐圧容器

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 10,866 10,866

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 2,640 講演会 2,640 謝礼・その他

（負担･賃借･奨学他） 1,539 負担金･修繕費･使用賃借･奨学費 1,539 研究会等参加費・機器修理代･照射施設利用料

印刷製本費 112 印刷費 112 研究報告書作成

旅費交通費 1,903 国内外出張費 1,903 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 189 電気代・水道代等 189 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 38 送料 38 書類・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,445 実験材料 4,445 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 24

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書 23 23 和図書
計 1,755 1,755

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,732 1,732 遊星型ボールミル



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

計 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 10,272 10,272

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,938 講演会 1,938 謝礼・研究報告会参加･その他

（負担･修繕他） 2,591 学会参加等 2,591 学会等参加費･電子スピンＥＳＲ修理等

印刷製本費 211 印刷費 211 研究報告書作成等

旅費交通費 2,361 国内外出張費 2,361 国際会議･学会参加・調査旅費

光　熱　水　費 430 電気代・水道代等 430 電気代・水道代・燃料代等

通信運搬費 19 送料 19 書類・研究報告書送料等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,722 実験材料 2,722 ﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙｱﾅﾗｲｻﾞ･器具・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0 0
計 3,973 3,973

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,973 3,973 ＯＳＬ測定装置・研磨機

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 9,307 9,307

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,789 研究打合せ等 1,789 顕微ﾚｰｻﾞｰﾗﾏﾝｼｽﾃﾑ調整･分析委託・打合せ他

（負担・修繕他） 356 学会参加 356 学会等参加費・Ｘ線回折装置修理代・レンタカー代等

印刷製本費 151 印刷費 151 研究報告書作成

旅費交通費 2,738 国内外出張費 2,738 学会参加・試料採集

光　熱　水　費 396 電気代・水道代等 396 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 19 送料 19 試料・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,858 実験材料 3,858 ﾚｰｻﾞｰﾗﾏﾝｼｽﾃﾑｱﾙﾒｶﾞ･器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 26

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,443 3,443

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 講演会 0 謝礼・その他

（負担金･修繕費） 312 学会・修理代 312 研究会等参加費・機器修理代

印刷製本費 0 印刷費 0 研究報告書作成

旅費交通費 914 国内外出張費 914 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 1,017 電気代・水道代等 1,017 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 19 送料 19 書類・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,181 実験材料 1,181 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 24 鉱物微小領域に記録された年代情報の解明、年代測定手法の高確度高精度化、及びその応用

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 25 25 和図書
計 25 25

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 4,148 4,148

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 611 講演会 611 謝礼・その他

（負担･賃借･奨学他） 117 会議・使用賃借料 117 研究会等参加費・レンタカー代

印刷製本費 52 印刷費 52 研究報告書作成

旅費交通費 850 国内外出張費 850 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 795 電気代・水道代等 795 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 14 送料 14 書類・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,709 実験材料 1,709 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 23 鉱物微小領域に記録された年代情報の解明、年代測定手法の高確度高精度化、及びその応用



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

計 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,285 3,285

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 108 講演会 108 放射性炭素年代測定

（負担金） 93 学会 93 学会等参加費

印刷製本費 0 印刷費 0

旅費交通費 1,008 国内外出張費 1,008 学会参加・試料採集等

光　熱　水　費 1,072 電気代・水道代等 1,072 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 3 送料 3 機器･試料送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,001 実験材料 1,001 手動式ｵｰﾙﾒﾀﾙｱﾝｸﾞﾙ･ﾋﾞﾆﾙ手袋･その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 26

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0 0
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 4,187 4,187

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 188 講演会 188 研究打合せ等

（負担・賃借） 206 学会 206 研究会等参加費・レンタカー代

印刷製本費 0 印刷費 0

旅費交通費 1,005 国内外出張費 1,005 学会参加・試料採集他

光　熱　水　費 996 電気代・水道代等 996 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 19 送料 19 試料送料他

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,773 実験材料 1,773 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 25 鉱物微小領域に記録された年代情報の解明、年代測定手法の高確度高精度化、及びその応用



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 148 148 和洋図書
計 148 148

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,707 3,707

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 149 講演会 149 謝礼・その他

（負担金･奨学費） 201 会議 201 研究会等参加費

印刷製本費 0 印刷費 0 研究報告書作成

旅費交通費 693 国内外出張費 693 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 393 電気代・水道代等 393 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 1 送料 1 書類・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,270 実験材料 2,270 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 23 新たなﾙﾐﾈｯｾﾝｽ手法による隕石の宇宙鉱物学的研究および衝撃変成過程の定量評価

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,728 3,728

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 48 講演会 48 英文校正

（負担･賃借等） 54 学会参加費等 54 学会等参加費･試料採取レンタカー代等

印刷製本費 0 印刷費 0

旅費交通費 1,028 国内外出張費 1,028 学会参加・調査旅費

光　熱　水　費 1,165 電気代・水道代等 1,165 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 0 送料 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,433 実験材料 1,433 ﾐﾆﾁｭｱｹﾞｰｼﾞ･器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 27



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

計 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0 0
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,794 3,794

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 講演会 0

（負担金） 249 学会 249 研究会等参加費

印刷製本費 0 印刷費 0

旅費交通費 922 国内外出張費 922 学会参加等

光　熱　水　費 486 電気代・水道代等 486 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 0 送料 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,137 実験材料 2,137 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 25 新たなﾙﾐﾈｯｾﾝｽ手法による隕石の宇宙鉱物学的研究および衝撃変成過程の定量評価

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 100 100 洋図書
計 100 100

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,299 3,299

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 230 講演会 230 謝礼・その他

（負担金） 123 会議 123 研究会等参加費

印刷製本費 0 印刷費 0 研究報告書作成

旅費交通費 492 国内外出張費 492 学会参加・共同研究

光　熱　水　費 502 電気代・水道代等 502 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 0 送料 0 書類・研究報告書送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,952 実験材料 1,952 器具・試薬・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 24 新たなﾙﾐﾈｯｾﾝｽ手法による隕石の宇宙鉱物学的研究および衝撃変成過程の定量評価



（様式２）

法人番号 331001

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 新しい物理的化学的測定手法による地球環境変動評価

計 0

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 4,062 4,062

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 261 講演会 261 謝礼

（負担金） 241 学会参加費等 241 学会参加費･論文投稿料

印刷製本費 0 印刷費 0

旅費交通費 1,223 国内外出張費 1,223 学会参加等

光　熱　水　費 445 電気代・水道代等 445 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 0 送料 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,892 実験材料 1,892 赤外偏光子ﾌｨﾙﾀｰ･器具・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 27

ポスト・ドクター 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0 0
計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

教育研究経費支出 0
計 0

人件費支出 0

（兼務職員） 0

計 3,302 3,302

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 261 講演会 261 講演会謝礼

（負担金） 237 学会 237 学会等参加費

印刷製本費 0 印刷費 0

旅費交通費 1,834 国内外出張費 1,834 学会等参加

光　熱　水　費 523 電気代・水道代等 523 電気代・水道代・燃料代

通信運搬費 0 送料 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 447 実験材料 447 隕石・ｱﾙﾐｼｰﾙﾄﾞ補強ｹｰﾌﾞﾙ・その他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 26



（別紙）
鉱物の物理化学特性から読み取る地球、惑星の環境変遷史　組織図

研究テーマ H23 H24 H25 H26 H27 研究課題名

豊田　新 電子スピン共鳴による古環境変動の解明

島田　愛子 新しい物理学的科学的測定手法による地球環境変動評価（24-25）

現河床堆積物中の石英粒子のESR/TL特性　-土砂供給源の推定に向けた基礎研究-
（26-27）

能美　洋介 ジルコン結晶形記載法による珪長質マグマ形成過程の解明と堆積物移動の解明

小林　祥一 古環境条件下での岩石鉱物の風化変質

實吉　玄貴 石英の鉱物学的特性を用いたモンゴルゴビ砂漠白亜系風成層の後背地解析

宮本　真二 環境変動による人類の土地利用形態の変化の解明

兵藤　博信 微少試料分析と高確度高精度の希ガス年代学

熊谷　英憲 冥王代地球の初期進化イベントの年代制約（24-25）

地球史を通じた熱水活動年代の制約（26-27）

渋谷　岳造 冥王代地球の初期進化イベントの年代制約（24-25）

地球史を通じた熱水活動年代の制約（26-27）

佐藤　佳子 冥王代地球の初期進化イベントの年代制約（24-25）

地球史を通じた熱水活動年代の制約（26-27）

鈴木　勝彦 冥王代地球の初期進化イベントの年代制約

小宮　剛 冥王代地球の初期進化イベントの年代制約（24-25）

地球史を通じた熱水活動年代の制約（26-27）

山本　伸次 地球史を通じた熱水活動年代の制約

飯塚　毅 地球史を通じた熱水活動年代の制約

板谷　徹丸 微少試料分析と高確度高精度の希ガス年代学

今岡　照喜 西南日本の前期白亜紀火成活動とプレートの沈み込みとの関連

宮下　敦 日本列島に分布する古生代前期変成岩類-深成岩類の起源の解明

畠山　唯達
考古地磁気学、古地磁気学データを用いた地磁気永年変化モデル及び古地磁気年代推定
法の研究

渋谷　秀敏 考古地磁気方位と強度を用いた年代推定法の研究

望月　伸竜 考古地磁気方位と強度を用いた年代推定法の研究

豊田　新 電子スピン共鳴による古環境変動の解明

高井　正成 ミャンマー中央部のイラワジ層から産出する脊椎動物化石のESR法による年代測定

塚本　すみ子 玄武岩中の斜長石を用いた年代測定法の開発（24-25）

X線照射による新しいESR年代測定法の開発（26-27）

西戸　裕嗣 ルミネッセンスによる地球型惑星を起源とする隕石(構成鉱物)の特徴化

二村　徳宏 隕石中の有機物と前駆物質のキラリティ測定（24-25）

隕石試料のキラリティin situ分析（26-27）

鹿山　雅裕
カソードルミネッセンス、ラマンおよび赤外吸収測定による鉱物の衝撃圧力推定とその惑星
科学への応用（24-25）

ラマン分光ならびに赤外吸収スペクトル分析による月隕石中のシリカ鉱物の形成過程の解
明および月面における水の存在の評価（26-27）

関根　利守
カソードルミネッセンス、ラマンおよび赤外吸収測定による鉱物の衝撃圧力推定とその惑星
科学への応用

蜷川　清隆 ルミネッセンスによる地球型惑星を起源とする隕石(構成鉱物)の特徴化

　　　　　青字：　共同利用研究による学外のメンバー

テーマ1
新しい物理的化学的測定手法による地
球環境変動評価

テーマ２
鉱物微小領域に記録された年代情報の
解明、年代測定手法の高確度高精度
化、及びその応用

テーマ３
新たなルミネッセンス手法による隕石の
宇宙鉱物学的研究および衝撃変成過程
の定量評価


